
仙台市の約7割の下水処理を担う「南蒲生浄化センター」。1日も早い復旧を目指し、
工事関係者の業務の効率化と安全性向上を実現するため、緊急放送にも対応した
『業務用放送システム』が導入されました。

平成27年度の完全復興を目指し、復旧工事をおこなっている「南蒲生浄化センター」。広大な復旧
工事現場で働く作業員や重機操縦者など、最大で約1000名の工事関係者の「効率化・安全性向上」
を最優先に考慮。建物内外に設置したスピーカーへの業務連絡や広大な現場での作業員同士が
連絡手段を図るために業務用連絡無線機の導入を検討。JVCの構内放送設備と、工事関係者の連
絡手段としてKENWOOD業務連絡無線機の採用が決定しました。

東日本大震災の津波の影響で甚大な被害を受けた
「南蒲生浄化センター」。津波被害の教訓から緊急放送にも
対応できる簡易無線と構内放送設備を組合せたシステムで
復旧工事現場の『効率化・安全性向上』をサポート。

導入の背景

業務用災害防止放送システム

業種：公共
目的：業務効率化・安全性向上

 南蒲生浄化センター 様　宮城県仙台市

導入事例  No.127

JVCはビクターのグローバルブランドです。



導入ポイント

本システムについてのお問い合わせは

U S E R ’ S  P R O F I L E

万一の災害発生時には、放送機器の音声ファイルユニットに予め登録された音声メッセージを『自
動放送』できることが重要なポイント。『自動放送』により誘導者自らも避難行動ができます。また、普
段は工事関係者の業務連絡用として活用している* 『携帯型無線機』から一斉放送も可能としました。
さらに、屋外スピーカー上の赤色回転灯により放送が届きにくいエリアにも目視で緊急事態を確認
することができ「聴覚」と「視覚」の両方で状況確認ができることも導入のポイントとなりました。また、
バックアップ用無停電電源装置(UPS)の設置により停電時にも放送を可能としました。

導入の効果

無線と館内放送を連動させたシステムで管理体制が強化出来ました。
今回導入した放送システムは携帯電話やメールとは違い、無線と構内
放送設備は全員に一斉同報伝達が出来る事。さらに万一の災害発生
時にもスピーディーに一斉放送ができることは大きなメリットと考えて
います。* 本システムの導入後、津波警報・注意報が発令される事があ
りましたが一斉放送を行ったところ工事関係者が約10分で予め指定さ
れた避難場所に避難できました。他県からの作業員も多く、入れ替わり
も激しいことから、さらに作業員の増加も想定され、今以上に情報の確
実な伝達、安全性向上の周知徹底を図って行きたいと考えています。

仙台市南蒲生浄化センター 様
宮城県仙台市宮城野区蒲生字八郎兵ヱ谷地第二

www.city.sendai.jp/gesui/1193364_2478.html#gamou

昭和39年より稼動。水処理能力398,900m3(平成22年度末時点)。東日本大震災の影響で水処理施設
は壊滅的な被害を受け、「地震津波に強い、環境に配慮した未来指向型の浄化センター」を復旧方
針に平成27年度末を目標に復旧工事を進めている。現在では震災復興モデルケースとして注目を
集めている。

※記載の法人・団体名・組織名・所属・肩書きなどは、すべて取材時点でのものです。
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UHFデジタル簡易無線機
TCP-D203(携帯型)
TCM-D204(基地局)

センター内を網羅するレフレックスホーンスピーカー+回転灯

センター要所に設置されたデジタル簡易無線機BOX
携帯型無線機では、移動しながらの避難誘導も可能

緊急地震速報を受け、管理棟の非常放送設備のデジ
タルミュージックマシン（音声メッセージ）が自動放送

ご協力：株式会社フジタ 東北支店、地方共同法人 日本下水道事業団、株式会社ミヤツー
免許人：フジタ・鴻池・丸本・後藤・皆成特定建設共同企業体
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▶

*自動放送はキャリアモニター機能により送信されない場合があります。

緊急地震速報受信端末

南蒲生浄化センター
小野寺修 主査(左上）

日本下水道事業団
清水玄仁 主幹(右上）

株式会社フジタ
中村好典 主任(下）

営業本部 営業企画部
〒221-0022 神奈川県横浜市神奈川区守屋町3-12
☎045（443）3107

http:// jkpi. jvckenwood.com/


